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財
団
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

多
元
的
共
生
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
考
え
る 

■ 

第
17
回 

レ
ポ
ー
ト

「
越
境
的
学
習
を
通
じ
た
学
び
な
お
し
の
継
続
」

■ 

ま
だ
ま
だ
学
び
に
く
い
日
本
の
社
会
人

　

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
で
教
授
を

し
て
い
る
石
山
氏
。
通
常
は
学
部
の
上
に
大
学
院

が
あ
る
が
、政
策
創
造
研
究
科
に
は
学
部
が
な
い
。

そ
の
理
由
は
、独
立
の
社
会
人
大
学
院
だ
か
ら
だ
。

授
業
は
平
日
夜
と
週
末
に
あ
り
、
20
代
か
ら
70
代

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
通
っ
て
い
る
の
も
特

徴
で
あ
る
。
そ
の
社
会
人
学
生
た
ち
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
一
定
の
割
合
の
人
が
、
大
学
院
に
通
う
こ

と
を
会
社
で
話
し
て
い
な
い
と
い
う
。「
残
業
で

忙
し
い
の
に
」「
転
職
す
る
の
」
な
ど
と
、
肩
身

の
狭
い
思
い
を
す
る
の
が
嫌
だ
か
ら
だ
。

　

厚
労
省
が
毎
年
、
自
己
啓
発
を
行
っ
た
労
働
者

の
調
査
を
し
て
い
る
。
１
年
間
に
自
己
啓
発
を
行

っ
た
人
は
、
平
成
29
年
度
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

正
社
員
で
は
約
43
％
、
正
社
員
以
外
で
は
約
20
％

で
、
や
っ
て
い
る
人
も
約
47
％
は
20
時
間
未
満
だ
。

別
の
調
査
で
は
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
」
と
答

え
た
労
働
者
は
、
日
本
の
ほ
う
が
海
外
よ
り
も
高

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
社
会
人
学
生
は

圧
倒
的
に
少
な
い
。
欧
米
で
は
大
学
の
学
部
で
も

多
く
の
社
会
人
が
学
ぶ
な
ど
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が

盛
ん
だ
が
、
日
本
は
社
会
人
大
学
院
の
数
も
ま
だ

ま
だ
少
な
い
。
ま
た
、
海
外
で
66
％
が
勤
務
先
か

ら
費
用
の
支
援
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本

で
は
41
％
に
留
ま
る
。

■ 

越
境
的
学
習
の
意
義

　

越
境
的
学
習
と
は
。
い
つ
も
自
分
が
い
る
組
織

　

ロ
ー
ト
製
薬
で
は
、
社
員
の
社
外
の
経
験
を
社

内
に
い
か
す
こ
と
を
目
的
に
「
社
外
チ
ャ
レ
ン
ジ

ワ
ー
ク
」
と
い
う
副
業
解
禁
の
制
度
を
始
め
た
。

　

石
山
氏
と
共
同
研
究
し
て
い
る「
二
枚
目
の
名
刺
」

と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
あ
る
。
社
会
活
動
を
し
た

く
て
も
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
人
に
、
い
く
つ
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
呼
ん
で
説
明
会
を
開
き
、
そ
の
中
で
選

ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
、
中
間
支
援
の
機

能
を
持
つ
団
体
が
「
二
枚
目
の
名
刺
」
で
あ
る
。
あ

る
企
業
で
は
、
そ
の
説
明
会
を
社
内
で
開
催
し
、
社

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
会

社
が
積
極
的
に
仲
介
し
て
、
社
員
が
越
境
学
習
を

す
る
事
例
だ
。

■ 

変
化
の
時
代
に
対
応
す
る
キ
ャ
リ
ア
形
成

　

最
後
に
石
山
氏
は
「
越
境
的
学
習
は
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
も
役
立
つ
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

変
化
の
激
し
い
現
代
で
は
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
計

画
を
た
て
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ダ
プ
タ
ビ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
理
論
。
新
し
い
環
境
や
急
な
変
化
に
も
対

応
す
る
た
め
に
は
、
関
心
、
制
御
、
好
奇
心
、
自

信
の
４
次
元
で
考
え
る
。
ま
ず
は
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
自
分
で

制
御
し
、
将
来
の
可
能
性
に
好
奇
心
を
持
っ
て
、
最

後
は
自
信
を
も
っ
て
志
を
成
し
遂
げ
て
い
く
と
い

う
も
の
。
自
分
の
ラ
イ
フ
・
テ
ー
マ
を
持
つ
こ
と
で
、

ど
ん
な
変
化
に
も
対
応
で
き
る
と
も
言
わ
れ
る
。

　

講
演
の
後
、
知
ら
な
い
参
加
者
同
士
４
〜
５
人

で
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ア
ウ
ェ
ー
の
越
境
的
学
習

を
体
感
し
な
が
ら
、
講
師
へ
の
質
問
を
考
え
る
時

間
が
取
ら
れ
た
。

■ 

会
社
の
サ
ポ
ー
ト
で
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

　

越
境
的
学
習
で
は
、
ホ
ー
ム
以
外
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
学
び
に
な
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
ホ
ー
ム
に
還
元
す
る
際
に
ホ
ー
ム

の
人
間
か
ら
反
発
が
予
想
さ
れ
る
。
学
習
者
は
、
還

元
の
仕
方
を
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、

会
社
側
の
理
解
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
「
で
き
る
」
に
変
え
る
会

社
を
目
指
す
、
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
社

外
の
経
験
を
活
か
し
た
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
推
進

に
取
り
組
む
。

が
ホ
ー
ム
、
そ
の
他
を
ア

ウ
ェ
ー
と
し
た
と
き
、
ア

ウ
ェ
ー
で
学
ぶ
の
が
越
境

的
学
習
だ
。
そ
し
て
、
こ

の
境
界
を
往
還
す
る
こ

と
、
ホ
ー
ム
で
学
ん
だ
こ

と
を
ア
ウ
ェ
ー
で
活
か

し
、
ア
ウ
ェ
ー
で
学
ん
だ

こ
と
を
ホ
ー
ム
で
活
か

す
。
行
き
来
す
る
中
で
ホ

ー
ム
に
還
元
す
る
こ
と
が

重
要
な
の
だ
と
石
山
氏
は

言
う
。

　

越
境
的
学
習
を
考
え
る

上
で
重
要
な
の
が
状
況
的

学
習
と
い
う
概
念
。
教
室

な
ど
日
常
の
文
脈
と
切
り

離
さ
れ
た
時
空
間
で
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

学
習
転
移
で
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
中
の

特
定
の
文
脈
で
学
ぶ
こ
と
が
状
況
的
学
習
。
人
と

人
の
相
互
作
用
が
大
切
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
企
業
の
学
習
は
、
職
場
で
の

実
践
を
通
し
て
学
ぶ
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
強
み
だ
っ
た
。
Ｏ

Ｊ
Ｔ
は
状
況
的
学
習
で
は
あ
る
が
、
職
場
内
の
同

質
的
な
強
さ
は
身
に
つ
い
て
も
、
異
質
的
な
力
は

得
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
企
業
に
と
っ

て
も
状
況
学
習
�
複
数
の
状
況
、
つ
ま
り
越
境
的

学
習
が
必
要
な
の
だ
。

2018年7月15日　東京大学 情報学環 「福武ホール」地下２階
講師：石山恒貴　法政大学大学院政策創造研究科教授、博士（政策学）

1964年、新潟県生まれ。一橋大学社会学部卒業、産業能率大学大学院経営情報学研究科経営情報学専攻修士課程
修了、法政大学大学院政策創造研究科政策創造専攻博士後期課程修了、博士（政策学）。一橋大学卒業後、日本電気

（NEC）、GE（ゼネラルエレクトリック）、バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社執行役員人事総務部長を経て、現職。
越境学習、キャリア、人的資源管理等が研究領域。人材育成学会理事、NPOキャリア権推進ネットワーク授業開発
委員長。主な著書：『パラレルキャリアを始めよう！』、『越境的学習のメカニズム』

石山恒貴氏

参加者同士で越境学習体験
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中棹三味線
Chuzao-Shamisen

　
三
味
線
に
つ
な
が
る
楽
器
は
世
界
中
に
見
ら
れ
る
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ネ
フ
ェ
ル
に
始
ま
り
、
イ
ラ
ン
の
セ

タ
ー
ル
、
中
国
の
三
絃
な
ど
だ
。
日
本
に
は
、
琉
球
の

三さ
ん

線し
ん

（
蛇じ

ゃ

皮び

線せ
ん

）
と
し
て
、
16
世
紀
後
半
に
大
坂
・
堺

に
伝
わ
っ
た
。

　
当
時
の
日
本
は
、
階
級
ご
と
に
や
っ
て
よ
い
音
曲
や

楽
器
が
定
め
ら
れ
、
雅
楽
は
宮
廷
・
社
寺
の
、
能
は
武

家
の
、
祭
音
曲
は
庶
民
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
琉
球

か
ら
渡
来
し
た
三
線
は
一
般
庶
民
に
開
放
さ
れ
、
三
味

線
（
三
つ
の
味
わ
い
の
あ
る
線
）
の
名
で
日
本
中
に
広

ま
っ
た
。
撥ば

ち

で
演
奏
す
る
な
ど
改
良
を
加
え
た
の
は
琵

琶
法
師
た
ち
。
江
戸
時
代
に
は
、
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
、

他
の
楽
器
と
の
合
奏
、
民
謡
の
伴
奏
、
阿
波
踊
り
の
よ

う
な
祭
り
音
曲
、
浪
曲
な
ど
の
大
衆
芸
能
と
、
急
速
に

日
本
を
代
表
す
る
楽
器
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
中
棹
三
味
線
は
三
味
線
の
基
本
形
と
さ
れ
る
。
初
期

に
生
ま
れ
た
、短
い
歌
詞
に
節
を
付
け
て
つ
な
げ
る
「
組

歌
」、
さ
ら
に
多
く
の
詞
に
節
を
付
け
た
「
地
歌
」（
そ

の
地
の
歌
と
い
う
意
味
）、
そ
の
後
に
発
展
し
た
清
元
、

常
磐
津
な
ど
の
浄
瑠
璃
に
も
用
い
ら
れ
る
。
し
っ
と
り

と
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
音
色
が
特
色
で
、
箏
、
胡
弓

な
ど
と
の
合
奏
に
も
適
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、地
歌
の
歌
詞
は
長
く
な
り
、歌
舞
伎
の
「
長

唄
」
と
し
て
花
開
く
。
長
唄
で
は
中
棹
よ
り
も
棹
が
幾

分
細
い
細
棹
三
味
線
が
使
わ
れ
る
。
細
棹
は
華
や
か
な

演
奏
が
特
徴
。
他
方
、
大
坂
で
人
気
を
誇
っ
た
人
形
浄

瑠
璃
の
義
太
夫
節
や
津
軽
民
謡
で
は
、
音
に
力
の
あ
る

太
棹
三
味
線
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

弦、撥、駒（弦を支え皮に音を伝えるもの）
などの微細な違いで音色が変わる。

♫音を聴いてみよう！
WEBサイトで、中棹三味線の音色が聴けます。
www.gllc.or.jp/llm/magazine/wagakki/
または、左のQRコードからどうぞ。
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二

奏
者
に
聴
い
た
そ
の
魅
力

尾
上
秀
樹

O
noue H

ideki

　

母
親
が
東
京
で
三
味
線
教
室
を
や
っ
て
い
て
、
小
学
校

６
年
間
は
言
わ
れ
る
ま
ま
に
習
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

「
三
味
線
な
ん
か
や
っ
て
ん
の
」
と
馬
鹿
に
さ
れ
る
時
も

多
く
、
中
学
時
代
は
三
味
線
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
エ
レ
キ

ベ
ー
ス
と
出
会
い
バ
ン
ド
を
始
め
た
の
で
す
が
、
逆
に
心

に
余
裕
が
で
き
、
高
校
生
に
な
っ
て
母
親
の
三
味
線
教
室

を
手
伝
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。
再
び

三
味
線
を
弾
き
始
め
る
と
、
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
よ
り
も
三
味

線
が
好
き
な
こ
と
に
気
づ
き
、
バ
ン
ド
解
散
も
重
な
り
、

三
味
線
に
回
帰
し
ま
し
た
。
で
も
、
三
味
線
教
室
で
習
っ

た
古
典
的
な
楽
曲
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
曲
を
作
っ
て

発
信
し
て
い
こ
う
と
決
心
し
た
の
で
す
。

● 

三
味
線
の
魅
力
は
？

　
「
無
駄
の
な
い
美
し
さ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
古
典
的
な
楽
曲
に
は
、
そ
う
い
っ
た
部
分
が
多
く

見
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。
激
し
い
曲
で
も
、
間
と
か
侘
び

寂
び
に
通
じ
る
、
音
と
音
の
間
の
余
韻
や
静
寂
が
あ
る
か

ら
で
す
。
古
典
的
な
楽
曲
の
聴
き
所
で
す
。

　

一
方
、
現
代
的
な
演
奏
に
お
い
て
は
、
海
外
で
生
ま
れ

た
音
楽
で
も
三
味
線
や
他
の
和
楽
器
で
演
奏
す
る
と
、
か

っ
こ
い
い
と
感
じ
る
相
性
の
良
い
組
み
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｕ
Ｎ 

Ｊ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
言
え
ば
、

「
ト
ル
コ
行
進
曲
」
や
「
カ
ノ
ン
」
な
ど
で
す
。
三
味
線

が
ピ
ア
ノ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
弾
く
と
、
よ
り
寂
し
く
な
っ

た
り
、
尺
八
で
バ
イ
オ
リ
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
を
吹
く
と
、

よ
り
哀
愁
が
漂
っ
た
り
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
和
と
洋

が
融
合
す
る
だ
け
で
な
く
、
和
が
洋
を
凌
駕
す
る
瞬
間
。

そ
れ
が
ま
た
面
白
く
、
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
す
。

●監修者：AUNプロフィール
井上公平・井上良平。1969年大阪にて５人兄弟の末の双子とし
て生まれる。1988年、和太鼓集団・鬼太鼓座（おんでござ）に
出会い、高校卒業と同時に入座。2000年に「AUN」として独立。
2009年、邦楽界で活躍する若手を集めて「AUN-J クラシック・
オーケストラ」を結成。公演回数は国内外で1400回以上。子ど
もたちに日本文化の魅力を伝えるため、全国の小学校を訪問し、
和楽器演奏と桜を植える活動もしている。

●AUN 公演情報
AUN J クラシック・オーケストラ CONCERT 2018 米原公演 ～伊吹の森～
日時：2018年10月6日㈯　15:00開演　　会場：ルッチプラザ ベルホール310
チケット：前売2,500円、当日3,000円（中学生以下は前売・当日とも1,000円）

10th Anniversary AUN J クラシック・オーケストラ CONCERT 2018
日時：2018年10月13日㈯　17:00開演　　会場：秋田市文化会館 大ホール
チケット：全席指定　前売4,800円（税込）※当日券は500円アップ

Les Freres × AUN J クラシック・オーケストラ 「ガラコンサート」
日時：2018年10月20日㈯　18:00開演　　会場：和光市民文化センター サンアゼリア
チケット：全席指定席　前売一般5,000円（税込）※当日券500円アップ

詳細：http://www.aunj.jp/jpn/livedisc/liveinfo/schedule.html

6歳の6月6日より、母・藤本流総大師
範の藤本弥尾地に師事。三味線修行の
傍らロックバンドのベース奏者として
活動するも、2001年から中棹三味線
に回帰。尺八の石垣秀基と「HIDE×
HIDE」を結成し、2010年、ロシアの
サンクトペテルブルグで行われた「第
１回テレムクロスオーバー国際音楽コ
ンクール」にて１位と特別賞を受賞。
2009年から「AUN Jクラシックオー
ケストラ」メンバー。

♫音を聴いてみよう！
WEBサイトで、中棹三味線の音色が聴けます。
www.gllc.or.jp/llm/magazine/wagakki/
または、左のQRコードからどうぞ。
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予
防
・
統
合
医
療
の
知
識
を
広
め
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト

■ 
健
康
寿
命
延
伸
と
ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
を
推
進

　

一
般
社
団
法
人
神
戸
健
康
大
学
は
、
神
戸
市
を
中
心
と

し
た
関
西
在
住
の
方
に
健
康
寿
命
の
延
伸
、
ヘ
ル
シ
ー
エ

イ
ジ
ン
グ
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
４

年
に
創
設
さ
れ
た
。

　

理
事
長
の
岡
田
昌
義
氏
（
前
神
戸
大
学
医
学
部
教
授
・

日
本
血
管
内
治
療
学
会
理
事
長
）は
、「
少
子
高
齢
化
が
進

む
日
本
で
は
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
を
縮
め
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
病
気
を
未
然
に
察

知
す
る
、
病
気
を
知
り
、
病
気
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会
や

セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
開
催
。
生
涯
学
習
開
発
財
団
が
後

援
す
る
「
認
知
症
ケ
ア
１
級
・
２
級
」
資
格
の
創
設
や
出

張
健
康
相
談
な
ど
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■ 

専
門
家
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
定
期
的
に
開
催

　

一
般
市
民
や
医
療
・
介
護
従
事
者
に
向
け
た
定
期
講
座

「
健
康
寿
命
延
伸
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
も
、
神
戸
健
康
大
学

の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

病
気
の
知
識
や
予
防
医
療
、
早
期
発
見
や
治
療
に
つ
い
て

専
門
領
域
の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
開

催
５
年
目
を
迎
え
た
２
０
１
８
年
７
月
、「
第
17
回
健
康

寿
命
延
伸
セ
ミ
ナ
ー
」
の
様
子
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　

最
初
の
講
座
は
「
糖
尿
病
を
知
り
糖
尿
病
に
立
ち
向
か

う
」。
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

健
康
創
造
推
進
学

分
野 

教
授
の
田
守
義
和
氏
が
、
糖
尿
病
内
科
で
診
療
に

も
携
わ
る
現
役
の
医
師
と
し
て
、
患
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

加
え
な
が
ら
、「
炭
酸
飲
料
水
を
好
む
」
な
ど
、
糖
尿
病

の
早
期
発
見
方
法
を
説
明
。
運
動
療
法
と
し
て
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
推
奨
や
、
血
圧
や
脂
質
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
重
要
さ
を

説
い
た
。

　

２
つ
目
の
講
座
は
岡
田
理
事
長
に
よ
る
「
動
脈
硬
化
と

静
脈
瘤
、
静
脈
弁
不
全
に
つ
い
て
」。
症
例
と
し
て
患
部

の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
見
せ
な
が
ら
、
下
肢
に
発
生
す
る

静
脈
瘤
、
静
脈
不
全
、
動
脈
硬
化
性
病
変
に
つ
い
て
紹
介
。

「
動
脈
硬
化
や
静
脈
の
異
変
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

起
こ
り
や
す
い
」
と
注
意
を
促
し
、「
毎
日
お
風
呂
に
入

っ
た
と
き
に
足
の
裏
を
見
る
こ
と
。腫
れ
や
違
和
感
な
ど
、

普
段
と
何
か
違
う
と
思
っ
た
ら
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
」
と
早
期
発
見
の
方
法
を
説
明
し
た
。

■ 

声
を
出
し
、身
体
を
動
か
す
「
音
楽
療
法
」体
験

　

最
後
は
、
兵
庫
県
音
楽
療
法
士
の
細
川
真
理
氏
に
よ
る

「
音
楽
療
法
」
の
体
験
講
座
。
土
佐
の
郷
土
楽
器
「
鳴
子
」

と
音
楽
教
材
「
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
」
が
受
講
者
・
講
師
陣
・

ス
タ
ッ
フ
に
渡
さ
れ
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
楽
器
を
鳴
ら

し
、
歌
を
歌
う
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
、

緩
和
ケ
ア
な
ど
の
医
療
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
音
楽
療
法

に
、
受
講
者
も
心
と
体
を
癒
や
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
岡

田
理
事
長
か
ら
も
「
座
学
中
心
の
今
セ
ミ
ナ
ー
で
、
実
技

を
伴
う
体
験
講
座
は
始
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、
今
後
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

健
康
に
関
心
を
持
つ
市
民
、
医
療
現
場
で
働
く
人
た
ち

な
ど
、
受
講
生
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
あ
ち
こ
ち
で

挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
健
康
大
学
は
、
和
や
か

な
ム
ー
ド
の
中
で
専
門
知
識
を
提
供
し
、
社
会
貢
献
の
場

を
創
出
し
て
い
る
。

神戸健康大学

神戸健康大学が主催する「健康寿命延伸セミ
ナー」では、がん、認知症、血管病など身近
な病気から、美肌レーザー治療や未病改善ヨ
ガまで幅広い講座を行っている。受講料は1
回1,500円、会員は500円で受講できる（入
会金5,000円・年会費6,000円）。理事長の岡田昌義氏

●一般社団法人 神戸健康大学
〒650-0046
兵庫県神戸市中央区港島中町4-1-1
ポートアイランドビル6F
TEL：078-303-2340　
FAX：050-3488-5429
E-mail：info@kobeuh.com
URL：https://kobeuh.jimdo.com/
2014年5月　設立
2017年6月　協賛会員登録
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